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会
員
募
集

　
◆
居
合
道（ 
正
剣
會 
）毎
週
土
曜・

せ
い
け
ん
か
い

日
曜
日
の
午
後
４
時
半
～
６
時
半
他
、

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
１

０
０
０
円
、
会
費
月
２
０
０
０
円
他
。

　
歳
以
上
で
長
期
間
続
け
ら
れ
る
方
。

１８初
心
者
・
女
性
歓
迎
。
詳
し
く
は

 
蒲
池 
☎
４
２
７
・
５
７
１
７
へ
。

か
ば
ち

　
◆
体
操（
中
国
健
康
法
普
及
協
会
）

　
雨
天
時
を
除
く
毎
日
午
前
９
時
～

９
時
半
、
東
口
中
央
公
園
・
西
口
中

央
公
園
・
水
辺
公
園
・
小
山
れ
ん
げ

公
園
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、
会

費
年
２
０
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。

年
齢
・
性
別
不
問
。　

年
の
歴
史
あ

２５

る
団
体
で
安
心
で
す
。
詳
し
く
は 
黒 くろ

 
須 
☎
０
９
０
・
３
３
３
１
・
１
８
８

す０
へ
。

　
◆
東
久
留
米
自
然
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア　
第
１
・
第
３
金
曜
日
と

第
２
・
第
４
土
曜
日
の
午
前
９
時
～

午
後
３
時
、
市
内
の
緑
地
保
全
地
域

な
ど
の
雑
木
林
で
。
会
費
年
１
０
０

０
円
、
保
険
代
３
０
０
円
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
詳
細
は
「
く

る
く
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は 
豊 とよ

 
福 
☎
４
７
５
・
７
６
４
３
へ
。

ふ
く

　
◆
読
者
会
（「
世
界
」
を
読
む
会
）

　
第
２
水
曜
日
午
後
６
時
～
９
時
、

市
民
プ
ラ
ザ
会
議
室
他
で
。
参
加
費

１
回
１
０
０
円
。
雑
誌
「
世
界
」
の

読
者
会
で
す
。
感
想
や
意
見
の
交
流

を
し
ま
す
。
詳
し
く
は
須
山
☎
０
９

０
・
３
８
７
８
・
５
８
４
８
へ
。

　
◆
男
声
コ
ー
ラ
ス
（
男
声
合
唱
団

ダ
ン
デ
ィ
ー
ズ
）　
毎
週
日
曜
日
午

後
６
時
～
８
時
半
、
東
部
地
域
セ
ン

タ
ー
で
。
会
費
月
３
５
０
０
円
。
詳

細
は
同
合
唱
団
ブ
ロ
グ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
思
い
切
り
声
を
出
し
て
楽
し

く
一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く

は
橋
本
☎
４
２
３
・
６
０
８
６
へ
。

催

し

　
◆
か
ら
だ
と
声
で
遊
ぶ
「
カ
ラ
ダ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
®
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」（
コ
コ
ロ
・
か
ら
だ
・
笑
い
ク
ラ

ブ
）　
３
月　
日（
日
）午
後
２
時
～

２４

３
時
半
、
成
美
教
育
文
化
会
館
プ
レ

イ
ル
ー
ム
で
。
参
加
費
５
０
０
円

（
３
歳
以
下
は
無
料
）。
声
と
体
を

使
い
、
み
ん
な
で
楽
し
く
表
現
。
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ど
な
た
で
も
。

詳
し
く
は
栗
原
☎
０
９
０
・
３
９
０

２
・
１
６
７
５
へ
。

　
◆ 
Ｈ
Ａ
Ｓ 
バ
ザ
ー
（
ホ
ー
ム
・
ア

ハ
ス

ニ
マ
ル・ソ
サ
エ
テ
ィ
）　
３
月　
日
３１

（
日
）
午
前　
時
～
午
後
３
時
、
平

１０

屋
の
一
軒
家（
金
山
町
１
ノ
６
ノ　
）
１５

で
。
雨
天
の
場
合
は
４
月
７
日
に
延

期
。
収
益
は
動
物
の
保
護
・
医
療
費

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
し

く
は 
浅
木 
☎
４
６
２
・
８
６
０
６
へ
。

あ
さ
ぎ

　
◆
大
正
琴
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン

サ
ー
ト（
ハ
ミ
ン
グ
バ
ー
ド
）　
３
月

　
日
（
土
）
午
後
１
時
開
演
（
０
時

３０半
開
場
）、
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
３

階
ホ
ー
ル
で
。
入
場
料
無
料
。
詳
し

く
は
井
戸
☎
４
７
４
・
４
０
３
４
へ
。

　
◆
初
級
英
語
教
室
と
初
級
英
会
話

の
特
別
説
明
会
（
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ

ル・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
会
）　

３
月　
日
（
祝
）
午
前　
時
～
正
午
、

２１

１１

市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
・
市
役
所
１
階

屋
内
ひ
ろ
ば
で
。
入
場
料
無
料
。
地

域
別
５
カ
所
の
公
共
施
設
を
利
用
し

た
月
曜
～
金
曜
日
の
午
前
と
午
後
、

曜
日
別
コ
ー
ス
。
２
人
の
ア
メ
リ
カ

人
教
師
が
指
導
し
ま
す
。
詳
し
く
は

大
谷
☎
４
７
４
・
６
２
３
４
へ
。

　
◆
驚
き
の
足
ツ
ボ
効
果
「
足
裏

マ
ッ
サ
ー
ジ
」（
た
す
け
あ
い
ぐ
る
ー

ぷ
ぬ
く
も
り
）　
３
月　
日（
土
）午

３０

後
２
時
～
３
時
半
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
和
室
で
。
参
加
費
無
料
。
参
加

希
望
者
は
事
前
に
電
話
で
申
し
込
み

を
。
足
裏
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
少
し
の
時

間
で
毎
日
セ
ル
フ
ケ
ア
。
詳
し
く
は

細
貝
☎
４
７
７
・
９
８
９
１
へ
。

　
◆
東
日
本
大
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
い

の
ち
の
笛
コ
ン
サ
ー
ト
＆
応
援
マ
ー

ケ
ッ
ト
（
い
の
ち
の
笛
コ
ン
サ
ー
ト

実
行
委
員
会
）　
３
月　
日（
土
）午

３０

前　
時
～
午
後
４
時
、
市
役
所
１
階

１１
屋
内
ひ
ろ
ば
・
屋
外
ひ
ろ
ば
で
。
入

場
料
無
料
。
復
興
支
援
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
と
被
災
地
支
援

マ
ー
ケ
ッ
ト
。
詳
し
く
は
星
☎
０
９

０
・
１
８
０
８
・
１
８
２
７
へ
。

　
◆
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

（
東
久
留
米
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連

盟
）　
４
月
６
日（
土
）午
後
２
時
～

４
時　
分
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。

２０
参
加
費
無
料
。
小
学
３
年
～
中
学
１

年
生
。
初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は
山

川
☎
４
７
１
・
９
３
６
５
へ
。

　
◆
介
護
保
険　
年
豊
か
な
介
護
の

２０

暮
し
の
た
め
に
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
久

留
米
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
の
会
）　
３
月

　
日
（
土
）
午
後
２
時
～
４
時
半
、

２３市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
。
入
場
料
無

料
。
講
師
は
市
民
福
祉
情
報
オ
フ
ィ

ス
・
ハ
ス
カ
ッ
プ
主
宰
の
小
竹
雅
子

氏
。
詳
し
く
は
鶴
崎
☎
４
７
１
・
３

３
９
５
へ
。

　
◆
東
久
留
米
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　
周
５０

年
記
念
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
（
東
久
留

米
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
）　
４

月
５
日
（
金
）
午
後
２
時
か
ら
、
東

村
山
市
恩
多
町
３
丁
目
の
ボ
ー
リ
ン

グ
場
で
。
参
加
費
１
３
０
０
円
。　
６０

歳
以
上
の
方
。
若
干
名
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は 
鷹  
羽 
☎
４
５
８
・
２
６
８

た
か 
は

１
へ
。

　
東
久
留
米
市
市
民
環
境
会
議

水
と
み
ど
り
部
会
で
は
、
市
民

公
募
に
よ
る
「
東
久
留
米
の
名

木
百
選
」
を
選
定
し
ま
し
た
。

選
定
さ
れ
た
１
０
０
本
の
名
木

は
、
広
報
紙
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
順
番
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
環
境
政
策
課
☎
４

７
０
・
７
７
５
３
へ
。

↑
№　
　
樹
種
＝
コ
ブ
シ
▼
場

３７

所
＝
南
沢
氷
川
神
社
裏
落
合
川

河
畔
▼
選
定
理
由
＝
春
先
の
花

の
時
期
に
は
来
訪
者
に
感
銘
を

与
え
る
木
。
秋
に
「 
拳 
」
の
よ

こ
ぶ
し

う
な
実
が
な
る

↑
№　
　
樹
種
＝
サ
イ
カ
チ
▼

４０

場
所
＝
柳
窪
四
丁
目
７
番
の
駐

車
場
奥
▼
選
定
理
由
＝
市
内
で

は
数
少
な
い
木
。
マ
メ
科
の
植

物
で
幹
に
す
る
ど
い
と
げ
が
あ

る

↑
№　
　
樹
種
＝
コ
ブ
シ
▼
場

３９

所
＝
さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

交
差
点
の
道
路
脇
▼
選
定
理
由

＝
枝
ぶ
り
も
よ
く
、
美
し
い
花

を
咲
か
せ
る
名
木

↑
№　
　
樹
種
＝
コ
ブ
シ
▼
場

３８

所
＝
落
合
川
右
岸
土
手
（
中
央

町
二
丁
目
ア
パ
ー
ト
前
）
▼
選

定
理
由
＝
高
さ
が　
丿
以
上
あ

１５

る
大
木
。
春
に
は
真
っ
白
な
花

が
咲
く

し
ま
し
た
。

　
東
久
留
米
育
ち
の
見
事
な
花
々

は
、
東
久
留
米
新
鮮
館
な
ど
の
販

売
店
や
農
業
者
の
直
売
所
だ
け
で

な
く
、
市
内
の
祭
り
や
農
業
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
も
購
入
で
き
ま
す
。

農
業
者
の
き
め
細
や
か
な
技
術
と

愛
情
で
育
て
ら
れ
、
生
き
生
き
と

咲
く
花
は
、
東
久
留
米
の
魅
力
の

一
つ
で
す
。

　
今
回
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
で

す
（
敬
称
略
）。

◎
金
賞

　
「
農
林
水
産
省
生
産
局
長
賞
」パ

関
東
東
海
花
の
展
覧
会

今
年
も
多
数
入
賞

　
「
第　
回
関
東
東
海
花
の
展

６８

覧
会
」（
主
催
は
１
都　
県
と 
花 か

１１

 
卉 
関
係
６
団
体
）
が
２
月
１
日

き

か
ら
３
日
間
、
池
袋
の
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
シ
テ
ィ
文
化
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
同
展
覧
会
は
、
花
の

生
産
者
が
腕
に
よ
り
を
か
け
て
育

て
た
切
り
花
や
鉢
物
な
ど
約
２
０

０
０
点
が
会
場
に
集
ま
り
、
そ
の

品
質
と
商
品
性
を
競
う
日
本
最
大

規
模
の
展
覧
会
で
す
。

　
今
年
も
東
久
留
米
市
の
農
業
者

が
出
展
し
、
４
点
が
入
賞
し
ま
し

た
。
金
賞
は
都
内
で
は　
点
が
選

１０

ば
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
２
点

は
東
久
留
米
市
の
農
業
者
が
受
賞

し
、
花
卉
栽
培
技
術
の
高
さ
を
示

　
「
愛
の
ひ
と
声
運
動
」は
、良
い

こ
と
を
し
て
い
る
青
少
年
に
は
励

ま
し
の
言
葉
を
、
良
く
な
い
こ
と

や
危
な
い
こ
と
を
し
て
い
る
青
少

年
に
は
注
意
の
ひ
と
声
を
掛
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
正
し
い
日
常
生

活
の
ル
ー
ル
を
知
ら
せ
、
自
己
と

他
人
を
尊
ぶ
心
を
高
め
、
青
少
年

を
非
行
と
事
故
か
ら
守
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
各
中
学
校
地
区
青
少
年
健
全
育

成
協
議
会
を
は
じ
め
、
関
係　
団
２８

体
で
実
施
委
員
会
を
組
織
し
、
市

民
ぐ
る
み
の
運
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
　
３
月　
日
（
火
）
～
４
月
５
日

２６

（
金
）
は
、
春
の
強
調
期
間
と
し

て
、
各
中
学
校
地
区
単
位
実
行
委

員
会
が
、
街
頭
パ
ト
ロ
ー
ル
や
啓

発
用
ポ
ス
タ
ー
の
設
置
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
参
加
・
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
、

成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

身
近
な
と
こ
ろ
で
、
青
少
年
へ
の

励
ま
し
や
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
、
時

に
は
注
意
の
言
葉
な
ど
、
愛
の
ひ

と
声
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
児
童
青
少
年
課
児
童

青
少
年
係
☎
４
７
０
・
７
７
３
５

へ
。

ン
ジ
ー
＝
大
山
賢
一
（
下
里
在

住
）
　
「
関
東
地
域
花
き
普
及
振
興

協
議
会
会
長
賞
」
プ
リ
ム
ラ
・

ポ
リ
ア
ン
サ
＝
玉
川
淑
子
（
南

沢
在
住
）

◎
銀
賞

　
ア
リ
ッ
サ
ム
＝
大
山
賢
一

（
下
里
在
住
）
▼
プ
リ
ム
ラ
・

ポ
リ
ア
ン
サ
＝
玉
川
友
則
（
南

沢
在
住
）

　
詳
し
く
は
産
業
政
策
課
☎
４

７
０
・
７
７
４
３
へ
。

▲秋田茂良氏出展のゼラニウム

▲金賞　大山賢一氏のパンジー

▲金賞　玉川淑子氏のプリムラ・ポリアンサ（右）
　銀賞　玉川友則氏のプリムラ・ポリアンサ（左）

所
属
し
、
元
気
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
　
同
団
員
は
、
同
世
代
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
ま
た
地
域
防

災
の
担
い
手
と
し
て
、
将
来
は
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
で
き
る
よ

う
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た

も
消
防
少
年
団
の
仲
間
に
入
り
ま

せ
ん
か
。

消
防
少
年
団
の 

主
な
活
動
内
容

　
消
火
器
の
使
い
方
や
ロ
ー
プ

消
防
少
年
団
員
募
集
中

　
消
防
少
年
団
は
、
消
防
の
仕
事

や
火
災
予
防
に
関
心
の
あ
る
小
学

生
～
高
校
生
の
少
年
少
女
で
結
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
は

「
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
」（
Ｂ
Ｆ
Ｃ
）

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
東
京
消

防
庁
管
内
で
は
、「
消
防
少
年
団
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
同
庁
管
内

に
は　
の
消
防
少
年
団
が
あ
り
ま

８０

す
。
東
久
留
米
消
防
少
年
団
で
は

３
月
１
日
現
在
、　

人
の
団
員
が

５６

ワ
ー
ク
な
ど
の
訓
練
の
ほ
か
、
火

災
予
防
の
広
報
と
し
て
、
年
末
の

防
火
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
、
高
齢
者

施
設
へ
の
訪
問
、
総
合
水
防
訓
練

や
総
合
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
消

防
団
出
初
式
で
の
消
防
演
技
披
露
、

社
会
奉
仕
活
動
と
し
て
南
沢
水
辺

公
園
の
草
刈
り
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署
警

防
課
防
災
安
全
係
☎
４
７
１
・
０

１
１
９
（
内
線
３
２
３
）
へ
。

　
市
で
は
、
補
助
対
象
と
な
る
防

犯
灯
や
装
飾
灯
を
管
理
し
て
い
る

自
治
会
や
商
店
会
に
対
し
て
、　
３０

年
度
下
半
期
（　
年　
月
１
日
～

３０

１０

　
年
３
月　
日
）
に
掛
か
っ
た
費

３１

３１

用
（
電
気
料
金
・
器
具
取
り
替
え

経
費
）
を
補
助
し
ま
す
。

　
４
月　
日
（
金
）
ま
で
に
、
必

１９

要
書
類
を
持
参
の
上
、
管
理
課
道

路
・
河
川
施
設
担
当
（
市
役
所
５

階
）
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
過
去

に
補
助
金
の
申

請
を
し
て
い
る

自
治
会
や
商
店

会
に
は
、
３
月
中
旬
に
「
案
内
の

通
知
」
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

　
詳
し
く
は
管
理
課
道
路
・
河
川

施
設
担
当
☎
４
７
０
・
７
７
６
７

へ
。

　
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
方
へ
の
理

解
を
深
め
、
手
話

通
訳
者
を
目
指
す

こ
と
を
目
的
と
し

た
手
話
講
習
会
で

す
。
年
間
を
通
し

て
受
講
で
き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　
【
講
習
期
間
】
入
門・基
礎
（
中

級
）＝
全　
回
。
５
月　
日（
月
）

３０

１３

～
翌
年
３
月
の
毎
週
月
曜
日
▼
応

用
（
上
級
）・実
践
（
通
訳
養
成
ク

ラ
ス
）
＝
応
用
が
全　
回
、
実
践

３０

が
全　
回
。
５
月　
日
（
木
）
～

３５

１６

翌
年
２
月
の
毎
週
木
曜
日
。
時
間

は
い
ず
れ
も
午
前　
時
～
正
午

１０

　
【
会
場
】市
役
所
７
階
会
議
室
他

　
【
費
用
】無
料（
テ
キ
ス
ト
代
な

ど
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　
【
対
象
・
定
員
】
下
表
の
通
り

　
※
入
門
・
基
礎
は
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。
応
用
・
実
践
は

試
験
で
決
定
し
ま
す
。
試
験
日
は

応
用
が
４
月
６
日
（
土
）
午
前
、

実
践
が
同
日
午
後
で
す
。

　
申
し
込
み
は
応
用
・
実
践
が
４

月
２
日
（
火
）、
入
門・基
礎
が　
１２

日
（
金
）
ま
で
に
（
必
着
）、
往
復

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ

ナ
）・
生
年
月
日
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
希
望
コ
ー
ス
（
１
つ
の
み
）・

手
話
経
験
、
在
勤
者
は
勤
務
先
所

在
地
を
記
入
の
上
、
〒
２
０
３
儿

８
５
５
５
、
市
役
所
障
害
福
祉
課

「
手
話
講
習
会
募
集
係
｣
宛
て
郵

送
を
。
締
め
切
り
後
の
受
け
付
け

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
※
前
年
度
の
修
了
者
で
上
の
ク

ラ
ス
を
希
望
す
る
場
合
も
必
ず
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
地
域
支
援
係
☎

４
７
０
・
７
７
４
７
へ
。

手話講習会の定員・対象

対象定員クラス

市内在住・在勤の方

５０人入門

３０人基礎

市内在住で手話学習
２年以上の方２０人応用

市内在住で手話学習
３年以上で市登録通
訳者を目指す方

１５人実践

　
毎
日
の
よ
う
に
学
校
で
会
う
友

達
と
は
違
う
、
市
内
各
地
域
か
ら

集
ま
っ
て
き
た
仲
間
と
一
緒
に
活

動
し
ま
せ
ん
か
。
世
代
の
枠
を
超

え
た
仲
間
と
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
野
外
活
動
な
ど
の
体
験
を
通

し
て
、
助
け
合
い
や
仲
間
の
大
切

さ
、
あ
い
さ
つ
や
礼
儀
を
共
に
学

び
ま
し
ょ
う
。
活
動
は
日
曜
日
で
、

毎
月
１
回
程
度
で
す
。

　
【
期
間
】
４
月
～
翌
年
３
月

　
【
内
容
】
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

農
業
体
験
、
野
外
活
動
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど

　
【
対
象
】新
小
学
５
年
～
新
高
校

３
年
生

　
【
定
員
】
若
干
名

　
【
費
用
】年
間
１
５
０
０
円（
た

だ
し
、
交
通
費
・
入
場
料
な
ど
は

別
途
負
担
）

　
申
込
書
の
配
布
と
受
付
期
間
は

３
月　
日
（
金
）
～　
日
（
金
）。

１５

２９

　
申
し
込
み
は
市
文
化
協
会
（
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）
お
よ
び
市

民
プ
ラ
ザ
、
東
部
・
南
部
・
西
部

の
各
地
域
セ
ン
タ
ー
で
配
布
す
る

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

フ
ァ
ク
ス
（
４
７
７・４
７
０
０
）

ま
た
は
直
接
同
協
会
（
第
４
月
曜

日
を
除
く
、
月
曜
～
金
曜
日
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ
。

　
詳
し
く
は
同
協
会
☎
４
７
７
・

４
７
０
０
へ
。

　
家
内
労
働
者
へ
仕
事
（
内
職
な

ど
）
を
委
託
し
て
い
る
事
業
主
は
、

毎
年
４
月
１
日
現
在
の
家
内
労
働

者
数
な
ど
に
つ
い
て
、「
委
託
状

況
届
」
を
労
働
基
準
監
督
署
に
提

出
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
５
月
７
日
（
火
）
ま
で

に
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
東
京
労
働
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（https://jsite.mhlw.go.j

p/tokyo-roudoukyoku/jirei_to
ukei/pamphlet_leaflet/chingin
_kanairoudou/_121062. html

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同

局
賃
金
課
家
内

労
働
係
☎
０

３・３
５
１
２・

１
６
１
４
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働

基
準
監
督
署
へ
。

　
現
在
、
乳
幼
児
医
療
証
（
マ
ル

乳
医
療
証
）
を
お
持
ち
で
、
４
月

に
小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童
（　
２４

年
４
月
２
日
～　
年
４
月
１
日
生

２５

ま
れ
）
の
医
療
証
は
、
４
月
１
日

（
月
）
か
ら
マ
ル
子
医
療
証
に
切

り
替
え
に
な
り
ま
す
。

　
対
象
の
方
に
は
、
４
月
１
日

（
月
）
か
ら
使
用
で
き
る
マ
ル
子

医
療
証
を
３
月
下
旬
に
送
付
し
ま

す
。ご

注

意

　
▼
マ
ル
子
医
療
証
に
は
所
得
制

限
（
下
表
参
照
）
が
あ
り
、
限
度

額
以
上
の
場
合
（
現
在
お
持
ち
の

マ
ル
乳
医
療
証
の
負
担
者
番
号
が

「
８
８
１
３
２
４
５
１
」
の
方
）

は
、
マ
ル
子
医
療
証
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。
な
お
、　

年
中
の
所

３０

得
額
が
、
限
度
額
未
満
に
な
る
場

合
は
、　

月
１
日
か
ら
の
マ
ル
子

１０

医
療
証
の
交
付
申
請
を
９
月
以
降

に
行
っ
て
く
だ
さ
い

　
▼
現
在
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
証
（
マ
ル
親
医
療
証
）
を
お
持

ち
で
課
税
世
帯
の
場
合
は
、
対
象

児
童
の
マ
ル
子
医
療
証
を
送
付
し

ま
す
。
非
課
税
世
帯
の
場
合
は
、

お
持
ち
の
マ
ル
親
医
療
証
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

　
▼
世
帯
主
が
非
課
税
で
、
障
害

が
あ
る
児
童
の
場
合
は
、
心
身
障

害
者
医
療
費
助
成
（
マ
ル
障
医
療

証
）
を
受
給
で
き
る
場
合
が
あ
る

た
め
、
障
害
福
祉
課
（
市
役
所
１

階
）
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

　
詳
し
く
は
マ
ル
子
医
療
証
・
マ

ル
親
医
療
証
が
児
童
青
少
年
課
☎

４
７
０
・
７
７
３
６
、
マ
ル
障
医

療
証
が
障
害
福
祉
課
☎
４
７
０
・

７
７
４
７
へ
。

義務教育就学児医療費助成
所得制限限度額

※９月３０日（月）までは３０年度（２９年中）の所得額で判定します。
収入額の目安所得額扶養親族等の人数

８３３万３,０００円６２２万円０人

８７５万６,０００円６６０万円１人

９１７万８,０００円６９８万円２人

９６０万円７３６万円３人

１,００２万１,０００円７７４万円４人

１,０４２万１,０００円８１２万円５人

※収入額は、所得額に給与所得控除額等相当分を加算した額。
　実際の判定は所得額で行います。
※年少扶養（１６歳未満）も扶養親族等の数に換算します。
　☆所得制限額に加算する金額
　　・老人扶養親族１人につき　６万円
　　・扶養親族等の人数が６人以上の場合は、１人につき　３８万円
　☆ 所得額から控除できる金額
　　・社会保険料相当額　一律８万円
　　・雑損、医療費、小規模企業共済等掛金控除　相当額
　　・障害者控除　（普通）２７万円　（特別）４０万円
　　・寡婦・寡夫控除　（普通）２７万円　（特別）３５万円
　　・勤労学生控除　２７万円

学
童
保
育
所
の
職
員 

（
児
童
厚
生
員
）募
集
説
明
会

　
次
の
通
り
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ど
な
た
で

も
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
】
４
月　
日
（
水
）
午
前

１０

　
時
～　
時

１０

１１

　
【
会
場
】市
役
所
５
階
５
０
２
会

議
室
　
【
内
容
】学
童
保
育
所
に
つ
い
て
、

児
童
厚
生
員
（
嘱
託
員
・
臨
時
職

員
）
の
仕
事
の
内
容
、
応
募
資
格

な
ど
　
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
詳
し
く
は
児
童
青
少
年
課
児
童

青
少
年
係
☎
４
７
０
・
７
７
３
５

へ
。健

康
課
臨
時
職
員（
栄
養
士
）

希

望

者

の

登

録

　
健
康
課
の
臨
時
職
員（
栄
養
士
）

の
希
望
者
を
登
録
し
ま
す
。

　
【
勤
務
内
容
】
母
子
保
健・健
康

増
進
事
業

　
【
資
格
】
栄
養
士・管
理
栄
養
士

免
許
　
申
し
込
み
は
３
月　
日
（
金
）

２９

ま
で
に
、
事
前
連
絡
の
上
、
履
歴

書
（
写
真
貼
付
）
と
資
格
証
明
書

の
写
し
を
健
康
課
（
わ
く
わ
く
健

康
プ
ラ
ザ
内
）
へ
直
接
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
提
出
し
た
書

類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
採
用
は
、

欠
員
が
出
た
際
に
、
登
録
者
の
中

か
ら
書
類
選
考
と
面
接
の
上
、
決

定
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
健
康
課
保
健
サ
ー
ビ

ス
係
☎
４
７
７
・
０
０
２
２
へ
。

８
５
５
５
、
市
役
所
産
業
政
策
課

振
興
企
画
係
宛
て
郵
送
、
電
子

メ
ー
ル
（sangyoseisaku@

city.h
igashikurume.lg.jp

）、
フ
ァ
ク
ス

（
４
７
０・７
８
１
１
）、
ま
た
は

直
接
同
係
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
※
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
係
☎
４
７
０
・
７

７
４
３
へ
。

５
０
ピ
ク
セ
ル
。　

丼
バ
イ
ト
以

５０

内
。
Ｇ
Ｉ
Ｆ
形
式
。「
観
光
情
報

ペ
ー
ジ
」
に
表
示
し
ま
す
。

　
※
広
告
デ
ザ
イ
ン
は
広
告
主
で

作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
【
掲
載
料
】１
枠
当
た
り
月
１
万

２
０
０
０
円

　
申
し
込
み
は
所
定
の
申
込
書

（
産
業
政
策
課
振
興
企
画
係
〈
市

役
所
６
階
〉
で
配
布
中
）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
〒
２
０
３
儿

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
あ
る

「
観
光
情
報
ペ
ー
ジ
」
に
、
広
告

（
バ
ナ
ー
広
告
）
を
掲
載
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
【
掲
載
期
間
】１
カ
月
単
位
で　
３２

年
４
月
分
ま
で

　
【
基
準
】公
共
性
と
品
位
を
損
な

わ
な
い
も
の
。
政
治
・
宗
教
活
動
、

意
見
広
告
と
個
人
宣
伝
な
ど
は
除

き
ま
す

　
【
規
格
】縦　
ピ
ク
セ
ル
、横
１

６０

義
務
教
育
就
学
児
医
療
証

（
マ
ル
子
医
療
証
）
を
送
付
し
ま
す

新
小
学
１
年
生
に

家
内
労
働
の
委
託
状
況
届
の
提
出
を

防
犯
灯
の
維
持
管
理
費

防
犯
灯
の
維
持
管
理
費
にに

補
助
金
を
交
付
し
ま

補
助
金
を
交
付
し
ま
すす

年
度
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　

年
度
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
のの

３１３１

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

参
加
者
を
募
集
し
ま
す　

手
話
講
習

手
話
講
習
会会（
入
門
・
基
礎
・
応
用
・
実
践

（
入
門
・
基
礎
・
応
用
・
実
践
））のの

受
講
者
を
募
集
し
ま

受
講
者
を
募
集
し
ま
すす

「
愛
の
ひ
と
声
運
動
」

～
青
少
年
健
全
育
成
の
呼
び
掛
け
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
～

春
の
強
調
期
間

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
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